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本
議
案
は
、
令
和
元
年
第
三
回
定
例
会
最

終
日
の
十
月
一
日
に
設
置
さ
れ
た
第
六
期
長

期
計
画
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
同
委
員
会
の
構
成
は
、
す
べ
て
の

議
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
、
議
長
を
除
く
二

十
五
名
と
し
、
十
月
一
日
の
正
副
委
員
長
互

選
の
後
、
十
一
月
五
日
、
十
二
日
、
十
三
日

の
三
日
間
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
委
員
会

最
終
日
に
は
討
論
終
了
後
、
本
議
案
を
全
会

一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
十
二
月
三
日
の
本
会
議
で
は
、
本
議
案
に

つ
い
て
与
座 

武 

第
六
期
長
期
計
画
審
査
特

別
委
員
長
が
委
員
会
で
の
審
査
経
過
の
報
告

を
行
い
、
各
会
派
の
代
表
七
名
と
会
派
に
属

さ
な
い
議
員
一
名
の
計
八
名
が
、
い
ず
れ
も

賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
討
論
終
了
後
の

採
決
の
結
果
、
本
議
案
は
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
（
四
面
～
七
面
に
第
六
期
長
期

計
画
審
査
特
別
委
員
会
審
査
概
要
を
掲
載
）
。

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条
例
を
可
決

　
十
二
月
十
日
の
総
務
委
員
会
で
の
審
査
を

経
て
、
同
月
十
八
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

「
武
蔵
野
市
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条
例
」
が

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用

　
第
四
回
定
例
会
は
、
十
二
月
三
日
か
ら
同
月
十
八
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
議
会
で
は
、
十
九
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
案
で
は
、
武
蔵
野

市
第
六
期
長
期
計
画
の
う
ち
市
政
運
営
の
基
本
理
念
及
び
施
策
の
大
綱
に
つ
い
て
な
ど
四
十
一

件
の
市
長
提
出
議
案
、
脱
炭
素
社
会
を
目
指
す
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書
の
議
員
提
出
議

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
四
回
　
市
議
会
定
例
会

し
、
本
市
の
魅
力
発
信
、
地
域
産
業
の
振

興
、
市
政
の
充
実
と
未
来
へ
の
財
源
確
保

と
い
う
三
つ
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲
げ

て
、
令
和
元
年
十
月
か
ら
武
蔵
野
市
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
に
よ
る
寄
附
金
の
受
け
付

け
を
開
始
し
ま
し
た
。
寄
附
金
の
使
い
み

ち
は
二
つ
の
事
業
指
定
、
六
つ
の
分
野
指

定
を
含
む
九
つ
の
選
択
肢
か
ら
指
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
寄
附
金
を
、
寄
附
者
の
意
向
に
沿

っ
て
市
政
運
営
に
活
用
し
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
お
よ
び
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
と

し
て
積
み
立
て
、
各
事
業
の
財
源
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
本
条
例

は
、
こ
の
基
金
を
設
置
す
る
た
め
制
定
す

る
も
の
で
す
。

「
市
立
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
と
「
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
施
設
条
例
」
を
可
決

　
十
二
月
十
二
日
の
厚
生
委
員
会
で
の
審

査
を
経
て
、
同
月
十
八
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
「
武
蔵
野
市
立
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
と
「
武
蔵
野
市
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
施
設
条
例
」
が
い
ず
れ
も
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
令
和
元
年
五
月
に
、
学
識
経
験

者
や
地
域
の
関
係
者
等
に
よ
る
「
桜
堤
地

区
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
再
編
検
討
委

員
会
」
を
設
置
し
、
同
年
九
月
に
は
委
員

会
よ
り
報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
報

告
書
に
は
、
新
た
な
福
祉
的
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、
桜
堤
ケ
ア
ハ
ウ
ス
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
機
能
の
転
換
を
図
り
、

肢
体
不
自
由
児
や
医
療
的
ケ
ア
児
を
対
象

と
し
た
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

実
施
を
は
じ
め
、
地
域
療
育
相
談
室
ハ
ビ

ッ
ト
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
設
置
や
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
相
談
支

援
体
制
等
の
さ
ら
な
る
機
能
強
化
な
ど
が

記
載
さ
れ
ま
し
た
。
二
条
例
は
、
こ
の
提

言
を
受
け
て
提
出
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
条
例
の
可
決
に
よ
り
、
桜
堤
ケ

ア
ハ
ウ
ス
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
令

和
二
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
廃
止
さ

れ
、
そ
の
後
、
令
和
二
年
度
中
に
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
が
設
置
さ
れ
る
予

定
で
す
。

第
六
期
長
期
計
画
の
う
ち
市
政
運
営
の
基
本
理
念

及
び
施
策
の
大
綱
に
つ
い
て
を
可
決

「晩秋の井の頭恩賜公園」
撮影：堀　義昭（武蔵野市）

場所：井の頭恩賜公園（2018.11.30）

秋晴れの澄み切った青空と井の頭池に映る色づいた木々の美しさに思わずシャッターを切りました。この静寂さ

と豊かな自然は吉祥寺の街なかとは思えぬすばらしい景色だと思いました。

１面写真募集要領〈次回の締め切り４月16日〉

●内　　容： 武蔵野市内（隣接する地域を含む。）で応募者自身が撮影した、未発表※のオリジナル作品（カラー）

に限ります（明らかに人物を特定できる場合は、ご本人の了承を得てください。）。  

※インターネット、ＳＮＳ等で掲載したものや、個展や写真の掲載が主目的な催しは発表とする。

ただし、地域行事への協力展示（例えば、コミセンや学校での展示など）は未発表とする。

●規　　格： ①紙焼きの場合　　・サイズ　２Ｌ判～Ａ４  

②デジタルデータの場合  

・ファイル形式　ＪＰＥＧ形式  

・画像サイズ　1600×1200ピクセル以上  

・ファイルサイズ　２ＭＢ程度まで

●審　　査：議会広報委員会が審査します。

●発　　表： 採用された作品は、５月15日発行の市議会だよりに掲載する予定です。ただし、紙面構成の都合上、

掲載しない場合がありますのであらかじめご了承ください。

●著 作 権： 作品の著作権は撮影者本人に帰属します。ただし、次号の市議会だより発行までは、他媒体での発

表等をご遠慮いただくことを、作品採用の条件といたします。

●期　　限：４月16日（木曜日）当日消印有効

●応募方法： 撮影者の住所・氏名（ふりがな）・電話番号・撮影年月日・撮影場所・作品名・作品に関するコメント（100

字程度）を明記のうえ、下記宛先までご応募ください（作品は返却いたしません。なお、今回採用

されなかった場合は、次号以降の市議会だよりの１面写真に使用させていただく場合があります。）。

●宛　　先： 〒180-8777武 蔵 野 市 緑 町 ２ - ２ -28 武 蔵 野 市 議 会 事 務 局 市 議 会 だ よ り 担 当 

デジタルデータの場合はメールで ofc-gikai@city.musashino.lg.jp　まで  

（上記以外のメールアドレスや各種メディア等での送付はご遠慮ください。）
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インセンティブ交付金は自治体の保険者

としての介護予防等の取り組みに対する評

価に基づき支給されるが、本市の評価は。

都内で１位の評価だが、さらに高齢者の

自立支援、重度化防止策に取り組みたい。

よりよい介護制度実現のため、国に対し

しっかりと意見を述べてほしいが見解は。

制度改正や実務上の課題に対し、今後も

市民の立場に立って意見を申し出たい。

看護小規模多機能型居宅介護施設が市内

でも開設されたが、施設の現状と今後は。

医療的管理の必要な高齢者が利用し、み

とりも対応している。今後も柔軟なサービ

スで在宅生活を支援できるよう整備する。

地域包括ケアの充実を

山本あつし　議員

吉祥寺のまちづくりにおいて、ステーク

ホルダーとのコミュニケーションの機会を

今後はどのように増やしていくのか。

ＮＥＸＴ―吉祥寺の改定作業の中でパブ

リックコメント等を行い、市民意見を伺う。

ＩＴ社会でも子どもが読書を好きになれ

るような読書活動をどう推進するのか。

今年度中に子どもの読書活動推進計画を

策定し、中学校での不読率がやや高いとい

う課題も意識しつつ取り組んでいきたい。

先生が笑顔で子どもたちに向かうことが

できる研修の在り方について伺う。

研修を通じ、子どもたちが意欲を持って

学べるような環境づくりに取り組みたい。

武蔵野市らしい教育と市民との

合意形成の推進を
宮代一利　議員

第五次子どもプラン中間のまとめには、

産前産後や乳幼児の子育て期間に関し、父
やパートナーに触れた記述が少ないのでは。
直接記述はなくても、子育ての第一義的

責任は保護者にあるとの認識の下、子育て
しやすいまちづくりの推進を掲げている。
イエナプラン＊の小学校導入への見解は。

新学習指導要領の具体化に向けた一つの
方法ではあるが、本市の学校の児童数では、
そのまま取り入れることは困難と考える。
各種の策定委員会を、より多くの方に傍

聴いただくための対応を伺う。
ＩＣＴを活用した傍聴も考えられるが、
費用対効果等も見極め検討する必要がある。
＊海外の教育モデルの一つ

子育てに関する父・パートナーの

役割への認識は
本多夏帆　議員

全国首長九条の会への加入の経緯を伺う。

武蔵野市のこれまでの歴史や自身の考え

等により、会の趣旨に賛同し、加入した。

吉祥寺は暴力団排除特別強化地域に指定

されたが、駅前を含む今後の安全対策は。

パトロールや環境浄化作戦など官民合同

の取り組みを毎月開催し、市民や来街者に

対して注意喚起や啓発を実施していく。

客引き行為等の根絶に向けて、客引きし

ない優良店に注目した取り組みを行ってい

る自治体もある。本市での検討はいかがか。

横断幕掲出や啓発放送を行い、一定水準

は抑えたと認識している。よりよいまちづ

くりの中で関係団体と協議をしていきたい。

東京オリ・パラに向けて

駅前の安全対策強化を
堀内まさし　議員

消費税率を引き上げる一方で法人税率や

所得税最高税率は引き下げがあり、生活が

困難な方ほど負担の重い不公平税制は問題

で引き上げに、私は反対である。市内中小

零細企業の売上額などへの影響を伺う。

現状では大きな影響はないと認識してい

るが、今後の動向は注視する必要がある。

消費税への見解を政府に表明しているか。

令和元年６月に消費税率引き上げの確実

な実施を全国市長会で決議したが、引き上

げ後は本市としての見解は表明していない。

消費税を財源とする幼保無償化によって、

来年の保育園入園希望者数に影響はあるか。

前年度比25件減で、大きな変化はない。

消費税率10％への引き上げによる

売上額などへの影響は
山本ひとみ　議員

市政運営における行財政改革とは何か。

時代の変化に応じた市民ニーズを的確に

捉え、それに応えるための新たな政策を積

極的に生み出していくことであると考える。

本市の目指すべき未来像について、まち

の自治と文化、市民福祉の観点から伺う。

市民同士が多様性を認め、支え合うこと

で、地域での見守りや市民文化の醸成にも

つながると考えており、誰もが安心して暮

らし続けられる共生のまちを目指したい。

未来像実現に向けた行財政の在り方は。

健全財政を維持しつつ、より質の高い行

政運営を行えるよう、経営力の強化と行財

政改革を推進することが重要だと考える。

武蔵野市の目指すべき未来像実現に

向けた行財政改革を
深沢達也　議員

クリーンセンターの電力活用のためＥＶ

ムーバス等の導入に挑戦すべきでは。

ＥＶ車の導入は、電力活用や環境負荷低

減には有効だが、高額な上に技術革新が早

いため、まずは導入事例を研究したい。

全小・中学校において、昼食後に歯磨き

を行う取り組みに挑戦してはいかがか。

一部の学校では給食後のうがいを勧めて

おり、歯磨きを実施している生徒もいる。

吉祥寺本町の大規模民有地について、挑

戦とも言うべき今後の方針はあるのか。

現時点で計画は未定であるが、建物保存

に向けた署名活動等は把握しており、土地

所有者の意向も踏まえ総合的に検討したい。

挑戦、夢ある武蔵野へ

現状を打破し新たな境地を開拓せよ
道場ひでのり　議員

土地開発公社の金融機関からの借り入れ

に関し、①公社の設立以来、市が支出した

利息補助額は②特定の銀行の金利が突出し

て高い理由と支払った利息の総額は。

①平成30年度末までに総額約126億6,000

万円を支出した②金利の高かった平成11年

度から17年度に借り入れたためで、支払い

総額は約５億8,300万円である。

金利の高い時代の借り入れ分は、借り換

え等により金利を低くするべきではないか。

市による買い戻しの時期が未定である土

地に対して、借り換え資金を融資いただく

のは困難であることを踏まえ、今後の対策

を検討する必要があると考えている。

土地開発公社への補助金支出の現状は

下田ひろき　議員

にぎわい創出や１階店舗の営業に関し、

ＱuＯＬａのテナント会議で市が報告を受

ける中で、今まで問題点はなかったのか。

何かに違反しているという認識はなく、

また会議の内容は公表するものではない。

屋上の機械室は倉庫として活用している

と見受けられ、そうであれば違法状態が放

置されており問題だと考えるが、見解は。

現状がどうなっているか、また問題があ

るかどうか、法的根拠に基づき調査したい。

現状は是正計画書どおりでないが、市は

是正計画への経過措置をどう見てきたのか。

計画に沿うよう指導しているが、新たに

現状を調査し適切な指導を行いたい。

境PPP、２回目の違法と考える

状態の即刻是正指導を
木﨑　剛　議員

一一一 般般般 質質質 問問問
　第４回定例会では12月３日、４日、５日、６日に19名の議員から一般質問が行われました。各議員の

主な質問と答弁を要約して掲載します。

　詳しくは、２月中旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図書館、各コミュニティセンター、市役所

７階市政資料コーナー）、または武蔵野市議会ホームページの会議録検索（第４回定例会分は２月18日

登録予定）、インターネット議会中継でご覧いただけます。

※一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対し、事務の状況や将来に

対する方針等について、質問をしたり、説明や報告を求めたりすることをいいます。

　令和元年11月23日、議会基本条例制定に関する

市民意見交換会を実施し、14名の方にご参加いた

だきました。当日は23名の議員が出席しました。
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◎傍聴の受付方法

　傍聴は、議案の審議等、市議会の活動を知る

よい機会です。お気軽にお越しください。

本会議の傍聴
受付場所

市役所東棟８階の傍聴者入口

委員会の傍聴
受付場所

市役所南棟７階の議会事務局

※ 予約は不要ですが、定員に限りがありますの

で、大人数で傍聴される際には事前にご連絡

ください。議会の日程については、ホームペ

ージ等でご確認いただくか（１面下部参照）、

議会事務局議事係へお問い合わせください。

TEL0422－60－1883

◎ 託児サービスおよび手話通訳者等の派遣のお

知らせ

　傍聴に伴う託児サービスおよび手話通訳者等

の派遣を実施しています。詳細は、議会事務局

庶務係へお問い合わせください。TEL0422－60

－1882

傍聴のご案内

保育園等のお散歩コースにおける、安全

点検の実施状況について伺う。

対応すべき31か所のうち５か所は実施 

済みであり、残り26か所は今後対応する。

厚生労働省が検討を促しているキッズゾ

ーンの設置について早急に対応すべきでは。

お散歩時間の指定ができない等課題が多

いため、関係機関と連携し対応を考えたい。

学校避難所のバリアフリーへの見解は。

段差等の課題は認識しており、学校設備

の施設改修に合わせて推進していきたい。

地震と風水害等の同時発災への備えは。

水防訓練や総合防災訓練の充実とともに、

複合災害を想定した訓練等を検討したい。

保育施設周辺のキッズゾーン設置と
インクルーシブ防災を

藪原太郎　議員

台風19号による教訓と今後の対応は。

台風接近前からの職員体制の構築や広報

の在り方、災害発生前の自主避難対応、ペ

ット対応を含めた避難施設運営などが課題

である。今後、風水害対策等の見直しを行

い、地域防災計画改定時に反映したい。

地球温暖化防止に向け、気候非常事態宣

言を出す運動が世界的に広がっている。国

内でも気象変動へさまざまな対応を優先的

に行う旨を盛り込んだ宣言を行った自治体

もあるが、本市の見解と取り組みを伺う。

一人一人が危機意識を持ち、思いはグロ

ーバルに、行動はローカルに、地域規模で

考え行動していくことが重要と考えている。

激甚化する災害に備えよ

本間まさよ　議員

ＥＶパッカー車等導入等、環境省は学 

校・病院災害蓄電池・発電設備への導入補

助を行う。本市での公共施設へのＣＥＭＳ

導入後のスマートシティの展開を伺う。

スマートシティの定義は環境の将来像で

あり、環境基本計画見直しの中で検討する。

学校改築順位について策定委員も「分か

りにくい、指標化を」の声があるが見解は。

資料を用意し適切な議論につなげてきた。

「ＮＥＸＴ―吉祥寺」策定プロジェクト

のトップを副市長とするならば「都市再生

推進本部・戦略室」を設置すべきでは。

再生という言葉には違和感がある。なぜ

都市再生本部としたいのか、逆に伺いたい。

過
か

而
じ

不
ふ

改
かい

・牽強付会の市政を改めよ

深田貴美子　議員

市内３つのコミセン体育室に早急に冷房

を設置すべきだと考えるが、見解を伺う。

まず優先すべき学校体育館への冷房設置

が今年度で完了するため、コミセン体育室

への設置についても、検討したい。

暑さ対策のため、市立小学校運動会の児

童観覧席にテントを設置すべきでは。

小学校に限らず中学校も含め、児童生徒

の安全確保の観点から、テントの設置がで

きるようにしていきたいと考えている。

学校での動物飼育は道徳教育の視点から

も大切だと考えているが、見解を伺う。

動物飼育の活動を通して、生命の尊さを

学ぶことができる教育に取り組んでいく。

スピード感を持った
市民サービス向上の取り組みを

ひがしまり子　議員

児童虐待防止条例において、虐待は子ど

もへの権利侵害であり、子どもの意見や利

益を最優先にすること等を明記すべきでは。

子どもの権利は関係法令に示されている

ため、条例改正は考えていないが、第五次

子どもプランで基本理念として明示したい。

ＰＴＡの在り方検討委員会を設置し、負

担軽減を促すきっかけを提案してはどうか。

ＰＴＡの自主性に配慮しつつ、ＰＴＡ連

絡協議会等の場で協議をしていきたい。

精神障害者への居住支援に対する考えは。

グループホームの増設に努めるとともに、

地域活動支援センターの職員が物件探しに

同行するなどの支援を継続したい。

子どもの人権を守るために
児童虐待防止条例の改正を

大野あつ子　議員

人手不足が進む中、自治体が、企業等に

在職したままの副業として人材を募る動き

が広がっている。これに対し、転職のリス

クを避けつつ地域で活躍したいビジネスマ

ンの応募が殺到しているが、コンサルタン

トの採用と比べ、メリットと課題は何か。

ＩＣＴ施策など民間企業が先行している

分野では、民間のノウハウを生かし、より

効率的・効果的に事業を進めることができ

る。一方、本業と掛け持ちする場合のルー

ルの明確化や個人情報流出のリスク管理な

ど、課題の整理が必要である。

　このほか、大雪対策、危険ドラッグに関

する教育についての質問がありました。

「副業」としての公務員の
採用に対する見解は

きくち太郎　議員

消費税率10％への増税強行による市民の

暮らしへの影響について、市長の認識は。

前回引き上げ時の状況から売り上げ減少

や買い控え等の影響が出ていると推察する。

プレミアム付商品券は住民税非課税世帯

では購入にあたり申請が必要だが、現時点

での申請件数と対象者に占める割合を伺う。

11月22日現在5,221件申請がある。申請率

の見込みは70％だが25.8％と低く、非課税

と示しての購入に抵抗があるためと考える。

駐輪場の定期利用と一時利用のバランス

を柔軟にし、両者の混在型を増やすのか。

混在型は増やさず、空きの目立つ定期利

用枠の縮小と一時利用枠の拡大を検討する。

消費税増税の強行による
市民の暮らしへの影響は

橋本しげき　議員

東京都がインクルーシブな遊び場整備に

ついての事業内容を発表したことを受け、

バリアフリー遊具について①市立公園の遊

具更新時に導入を検討しては②市内の都立

公園への導入を要望するべきだが見解は。

①遊具の安全性なども注視しつつ、公園

ごとに地域や利用者の意見を聞き考えたい

②具体的な整備予定や、遊具の基準・定義

等について東京都と情報交換を行っていく。

適切な飼育教育のため、獣医師との連携、

治療費を含む予算の確保を求めるが見解は。

獣医師会との飼育指導の委託契約に動物

の診療も含まれるが、委託範囲を超える治

療は別に確保している予算で対応していく。

バリアフリー遊具の設置と
適切な学校飼育教育の推進を

蔵野恵美子　議員

電子化に係る市民ニーズのアンケート調

査結果と、その施策への取り組みを伺う。

災害対策の強化、手続きのオンライン化、

ウェブアクセシビリティのニーズが高く、

第六次総合情報化基本計画の中で施策とし

て取り上げることを検討している。

防災対策にＡＩを導入する可能性を伺う。

ＳＮＳ情報分析システム等ＡＩを活用し

た新システム開発を注視し、新技術や製品

化が確立した後、導入について検討したい。

ユニバーサルデザインに配慮した公園遊

具導入や公園整備計画・方針があるか伺う。

都立公園と市立公園の役割は異なり、市

立公園の規模等を考慮すると設置は難しい。

市民ニーズを捉え、
デジタル技術を生かした取り組みを

品川春美　議員

医療費の適正化に向け、①糖尿病性腎症

の早期発見のため、微量アルブミン尿検査

を行うことへの見解は②重複投薬等を防ぐ

ため、お薬手帳や残薬バッグを活用しては。

①国民健康保険被保険者を対象に糖尿病

重症化予防事業を実施しているが、今後検

討したい②複数の医療機関から同系薬剤を

処方された被保険者へ、お薬手帳の活用等

を促す通知を送り、効果を検証中である。

学童クラブでの障害のある児童の受け入

れにあたり、支援員加配の体制を伺う。

障害児２名に対し補助支援員1名以上を

配置しており、今年度から障害児枠入会児

童の多い場合は嘱託職員を加配している。

医療費適正化への取り組みと
地域子ども館事業の充実を

浜田けい子　議員

　令和元年11月１日、吉田利宏先生（元衆議院法

制局参事）を講師にお迎えし、議会基本条例素案

に関する研修会を行いました。当日は26名の議員

全員が出席しました。
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今
後
十
年
の
市
政
運
営
に
お
い
て
ど

の
よ
う
な
視
点
を
重
視
し
、
本
計
画
案
の

策
定
に
携
わ
っ
て
き
た
の
か
を
伺
う
。

少
子
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
た
め
の

子
育
て
分
野
へ
の
投
資
や
、
老
朽
化
し
た

公
共
施
設
等
の
建
て
替
え
等
の
課
題
解
決

に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 

ま
ち
に
と
っ
て
未
来
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
が
将
来
活
躍
で
き
る
よ
う
な
小
・
中

学
校
に
お
け
る
教
育
に
関
し
、
見
解
は
。

生
き
る
力
を
育
む
こ
と
に
よ
り
、
多

様
な
子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自
信
を

高
め
て
い
く
こ
と
や
、
学
ぶ
意
欲
に
つ
な

が
る
よ
う
な
教
育
施
策
に
取
り
組
み
た
い
。

 

行
政
側
か
ら
市
民
へ
の
情
報
は
内
容

が
固
ま
っ
た
段
階
で
示
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
市
民
と
合
意
形
成
を
す
る
う
え
で
は

好
ま
し
い
状
態
で
な
い
と
考
え
る
が
、
今

後
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
醸
成
の
方
針
を
伺
う
。

行
政
側
の
情
報
は
莫
大
な
個
人
情
報

が
含
ま
れ
す
べ
て
は
共
有
で
き
な
い
が
、

市
政
へ
の
主
体
的
な
市
民
参
加
の
た
め
、

し
っ
か
り
と
情
報
共
有
を
し
て
い
き
た
い
。

 
公
と
民
間
の
役
割
の
明
確
化
が
今
後

さ
ら
に
重
要
な
問
題
に
な
る
と
考
え
る
が
、

公
の
役
割
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

富
の
再
分
配
や
適
正
な
規
制
を
行
う

こ
と
、
合
意
形
成
を
行
う
こ
と
な
ど
が
公

の
一
番
の
目
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 
多
様
性
が
今
回
の
長
期
計
画
の
重
要

な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
が
、
多
様

性
に
関
す
る
行
政
と
し
て
の
見
解
を
伺
う
。

す
べ
て
の
市
民
が
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

お
互
い
の
多
様
性
を
認
め
合
い
、
理
解
し

合
い
な
が
ら
寛
容
な
社
会
を
作
り
、
誰
も

排
除
し
な
い
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

 
保
育
園
や
障
害
者
施
設
の
必
要
性
を

強
く
訴
え
る
と
同
時
に
、
そ
れ
に
対
す
る

反
対
意
見
も
あ
る
こ
と
を
予
測
し
た
運
営

が
必
要
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

個
別
の
要
望
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、

全
体
適
正
化
の
中
で
、
市
民
に
理
解
し
て

い
た
だ
い
た
う
え
で
こ
れ
ま
で
施
設
整
備

を
進
め
て
こ
ら
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

 

来
街
者
に
対
す
る
施
策
を
市
の
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
公
共
施
設
の
整
備
と
絡
め
て

検
討
し
て
ほ
し
い
が
、
見
解
を
伺
う
。

令
和
元
年
十
月
か
ら
開
始
し
た
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
事
業
の
中
で
い
わ
ゆ
る
コ

ト
消
費
と
し
て
実
際
に
本
市
を
訪
れ
行
動

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

目
指
す
べ
き
ま
ち
に
す
る
た
め
の
手

段
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
有
効
で
あ
り
、

本
市
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
専
門
性
が
あ
る
人
材

の
導
入
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

行
政
目
的
達
成
の
手
段
と
し
て
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
は
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
人

材
も
含
め
た
適
切
な
限
ら
れ
た
資
源
を
有

効
に
活
用
し
た
市
政
運
営
を
行
い
た
い
。

 

本
計
画
策
定
に
あ
た
り
武
蔵
野
市
方

式
を
継
承
し
つ
つ
市
民
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
の
導
入
や
中
高
生
世
代
広
場
な
ど
の
新

た
な
手
法
を
試
み
な
が
ら
市
民
参
加
を
実

践
し
て
い
る
と
あ
る
が
、
実
態
を
伺
う
。

新
た
に
若
い
世
代
か
ら
意
見
を
聴
く

場
も
設
け
、
中
高
生
世
代
の
居
場
所
が
必

要
と
い
う
意
見
を
本
計
画
に
反
映
し
た
。

 
本
計
画
で
の
長
期
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
参
考
と
い
う
位
置
づ
け
だ
が
、

今
後
個
別
計
画
を
策
定
す
る
際
に
こ
れ
を

根
拠
に
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

今
後
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
参

考
と
い
う
形
で
各
計
画
へ
反
映
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

 
教
師
の
多
忙
化
に
よ
り
学
校
現
場
が

行
き
詰
ま
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
が
豊

か
な
教
育
を
受
け
る
た
め
に
も
学
校
に
対

し
さ
ら
な
る
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

事
柄
の
内
容
に
応
じ
て
、
学
校
と
役

割
分
担
を
し
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

 

事
務
事
業
の
Ａ
Ｉ
化
が
進
ん
だ
と
し

て
も
、
一
人
で
も
多
く
の
職
員
が
誇
り
を

持
っ
て
市
政
運
営
に
携
わ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
人
材
の
確
保
・
育
成
は
積
極
的

に
行
っ
て
ほ
し
い
が
見
解
は
。

ど
ん
な
に
優
れ
た
計
画
が
で
き
た
と

し
て
も
そ
れ
を
実
行
に
移
す
の
は
職
員
で

あ
り
、
人
材
育
成
基
本
方
針
も
本
計
画
に

沿
っ
て
見
直
し
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 

計
画
案
中
の
公
共
施
設
に
係
る
「
市

民
」
と
「
住
民
」
の
記
載
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
使
い
分
け
て
い
る
の
か
伺
う
。

「
市
民
」
は
在
住
・
在
勤
・
在
学
、

「
住
民
」
は
在
住
と
定
義
し
た
う
え
で
使

い
分
け
て
い
る
が
、
公
共
施
設
に
よ
っ
て

利
用
対
象
が
異
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

 

誰
も
が
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
で
あ

る
た
め
に
は
、
人
権
へ
の
取
り
組
み
と
平

和
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
視
点
で
体
制
整

備
を
行
っ
て
ほ
し
い
が
見
解
を
伺
う
。

長
期
計
画
全
体
と
し
て
、
人
権
を
守

る
と
い
う
精
神
を
貫
き
、
平
和
に
つ
い
て

も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
市
民
生
活
の
発
展
の

基
礎
と
認
識
し
、
計
画
の
柱
と
し
て
い
る
。

 

東
京
都
の
都
市
開
発
諸
制
度
の
活
用

方
針
が
改
定
さ
れ
た
が
、
本
市
の
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
反
映
す
る
の
か
。

諸
制
度
の
改
革
、
流
れ
な
ど
を
踏
ま

え
な
が
ら
都
市
計
画
の
方
向
性
を
ど
う
す

べ
き
か
議
論
し
て
い
き
た
い
。

 

本
計
画
の
重
点
施
策
に
教
育
分
野
と

し
て
格
差
社
会
や
子
ど
も
の
貧
困
に
関
す

る
問
題
を
取
り
上
げ
る
べ
き
だ
が
見
解
は
。

家
庭
の
文
化
的
・
社
会
的
背
景
が
教

育
の
結
果
に
影
響
す
る
可
能
性
も
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
の
子
ど
も
の
教
育
機
会

の
確
保
は
大
き
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

 

障
害
児
の
放
課
後
対
策
に
関
す
る
記

総
括
質
疑
及
び

市
政
運
営
の
基
本
理
念

第１日

審査した委員

武蔵野市第六期長期計画の

うち市政運営の基本理念及

び施策の大綱についての審

査に当たった委員は、議長

を除く議員全員の25名です。

なお、委員長は与座 武 議

員、副委員長は深沢達也議

員です。

　武蔵野市では、昭和46 年に第一期基本構想・長期計画が策定されて以来、現在まで定期的に改定が繰り返されながら、長期

計画に基づく計画行政が推進されてきました。長期計画は、各分野に定める個別計画（健康福祉総合計画、子どもプラン、都市

マスタープラン等）の上位に位置し、市の進むべき方向性を示す最も重要な計画であり、これらの計画に基づきながら計画的に

市政運営が進められたことにより、現在の本市の姿が形づくられています。

　本計画は令和２年度から11年度までの10年間にわたる市の方針を定めたもので、前期５年間を実行計画、後期５年間を展望計

画としています。

　また、これまでと同様に、市内在住の市民と副市長で構成する策定委員会を中心に、市民参加・議員参加・職員参加により策

定されました。本計画の策定にあたっては、これまでに培ってきた「武蔵野市方式」による策定方法を継承しつつ、市民ファシ

リテーターの導入や中高生世代広場などの新たな手法を試みながら、多様で広範な市民参加を実践しています。

第１章 　武蔵野市の目指すべき姿と基本目標

第２章 　長期計画の位置付け等

第３章 　これまでの実績と評価

第４章 　市政を取り巻く状況

第５章 　基本的な考え方

第６章 　本計画における基本課題等

第７章 　重点施策

１　武蔵野市ならではの地域共生社会の推進

２　 子どもと子育て家庭を切れ目なく支援する体制の確立

３　 いつでも安全・安心を実感できるまちづくりの推進

４　 豊かな文化の発展と活力をもたらす産業の振興

５　三駅周辺の新たな魅力と価値の創造

６　武蔵野が誇る緑を基軸とした環境都市の構築

７　時代の変化に応じた市民自治のさらなる発展

８　未来につなぐ公共施設等の再構築

第８章 　施策の体系

　１　健康・福祉

　２　子ども・教育

　３　平和・文化・市民生活

　４　緑・環境

　５　都市基盤

　６　行財政

第９章 　財政計画

武蔵野市第六期長期計画
「誰もが安心して暮らし続けられる　魅力と活力があふれるまち」

～未来に挑戦！　武蔵野市～

与座 武 第六期長期計画審査特別委員長

第六期長期計画とは

第六期長期計画審査特別委員会審査概要
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述
が
計
画
案
中
に
な
い
よ
う
だ
が
サ
ポ
ー

ト
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

障
害
児
の
放
課
後
対
策
は
し
っ
か
り

行
政
と
し
て
行
う
べ
き
と
の
認
識
を
持
ち
、

新
た
な
障
害
児
向
け
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実

施
に
つ
い
て
具
体
的
に
明
記
し
て
い
る
。

 
行
政
と
市
民
の
役
割
分
担
に
つ
い
て

漠
然
と
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
市
民
に

不
便
が
生
じ
な
い
よ
う
整
理
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

地
域
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
市
民

と
の
役
割
分
担
や
協
働
、
協
力
が
必
要
と

認
識
し
、
今
後
も
官
民
協
働
で
取
り
組
む
。

 
計
画
案
中
の
基
本
目
標
に
「
未
来
に

挑
戦
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
実
際
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

人
口
減
少
の
中
で
少
子
化
が
大
き
な

課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
社
会
を
築
い
て
い

く
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。

 

前
回
の
計
画
に
「
武
蔵
野
か
ら
新
し

い
都
市
像
を
開
こ
う
」
と
の
目
標
が
あ
っ

た
が
、
新
し
い
都
市
像
は
開
か
れ
た
の
か
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
な
ど
に
よ

り
、
本
市
が
持
続
可
能
な
都
市
に
近
づ
い

て
き
た
と
い
う
意
味
で
新
し
い
都
市
像
が

開
か
れ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

施
策
の
大
綱

第
１　

健
康
・
福
祉

第
２　

子
ど
も
・
教
育

第
３　

平
和
・
文
化
・
市
民
生
活

第２日

第
１　

健
康
・
福
祉

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
等
さ
ま
ざ
ま
な
依

存
症
へ
の
支
援
や
予
防
教
育
の
考
え
は
。

市
内
三
つ
の
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
依
存
症
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
等
を

開
催
し
て
い
る
。
依
存
症
等
で
生
活
困
窮

に
陥
っ
た
方
へ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
状
況
に
応

じ
て
同
行
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。

 

日
本
の
社
会
構
造
の
変
化
が
、
地
域

包
括
ケ
ア
や
子
育
て
、
社
会
的
排
除
等
の

問
題
に
与
え
る
影
響
と
対
応
を
伺
う
。

例
え
ば
生
活
困
窮
に
つ
い
て
は
、
年

齢
や
性
別
、
国
籍
等
を
含
め
て
地
域
で
支

え
て
い
く
地
域
共
生
社
会
と
い
う
考
え
で

進
め
て
い
き
た
い
。

 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
活
躍
で
き
る

場
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
後
に
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
と
し
て
、
施
設
等
の
見

学
や
声
か
け
講
座
等
を
行
っ
て
い
る
。
環

境
整
備
に
つ
い
て
は
次
期
高
齢
者
計
画
等

の
中
で
議
論
を
し
て
い
き
た
い
。

 

精
神
障
害
者
へ
の
支
援
に
関
し
、
他

の
障
害
と
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、
見
解
は
。

こ
の
間
、
精
神
障
害
者
対
象
の
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
開
設
等
を
行
っ
て
き
た
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
特
性
に
応
じ
た
サ
ー
ビ

ス
の
状
況
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 
今
後
の
医
療
や
介
護
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
施
設
の
充
実
と
あ
る
が
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
も
含
ま
れ
る
の
か
。

大
規
模
な
施
設
の
建
設
は
困
難
な
た

め
、
小
規
模
多
機
能
型
の
も
の
を
つ
く
る

こ
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
介
護
保
険
料
負

担
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

 
人
生
百
年
時
代
に
向
け
、
働
き
続
け

ら
れ
る
環
境
を
支
え
る
施
策
を
充
実
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と

し
た
就
労
の
ほ
か
、
介
護
予
防
や
主
体
的

な
社
会
参
加
な
ど
、
総
体
的
に
健
康
・
福

祉
分
野
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

 
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
向
け
、

福
祉
公
社
が
法
人
後
見
を
多
く
担
っ
て
い

る
と
い
う
本
市
の
独
自
性
を
周
知
し
て
は
。

本
市
で
は
福
祉
公
社
等
の
法
人
後
見

が
三
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
法
人
後
見

の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
安
心
感
を
醸
成

し
、
制
度
理
解
を
促
進
し
た
い
。

第
２　

子
ど
も
・
教
育

生
き
る
力
に
つ
い
て
ど
う
捉
え
、
ど

の
よ
う
に
指
導
す
る
考
え
か
伺
う
。

文
部
科
学
省
が
定
め
る
学
習
指
導
要

領
に
掲
げ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
子
ど

も
の
多
様
な
自
信
や
生
涯
学
習
へ
の
意
欲

を
育
み
、
学
校
や
地
域
等
の
協
働
体
制
な

ど
を
総
合
的
に
生
か
し
て
取
り
組
み
た
い
。

 

相
手
を
理
解
し
尊
重
し
な
が
ら
、
自

分
の
思
い
を
伝
え
る
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
考
え
方
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
納
得
解
や

最
適
解
を
求
め
て
い
く
中
で
、
他
者
と
の

協
働
や
調
和
を
図
っ
て
い
く
た
め
の
、
ス

キ
ル
形
成
の
一
つ
の
方
策
と
考
え
る
。

 

今
後
、
ど
の
よ
う
な
形
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
を
効
果
的
に
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

例
え
ば
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
使
用
に

は
、
瞬
時
に
子
ど
も
た
ち
の
理
解
状
況
が

把
握
で
き
る
、
学
習
記
録
が
残
る
、
自
宅

で
反
復
学
習
が
可
能
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、
活
用
方
法
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

 
教
員
の
働
き
方
改
革
や
教
育
改
革
を

進
め
る
う
え
で
、
根
強
く
残
る
学
校
教
育

へ
の
考
え
方
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
。

小
学
校
で
は
専
科
以
外
の
教
科
や
生

活
指
導
、
中
学
校
で
は
部
活
動
が
先
生
の

負
担
と
考
え
る
。
担
当
時
数
の
減
や
部
活

動
指
導
員
の
充
実
を
目
標
に
進
め
た
い
。

 
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
に
向
け
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

児
童
虐
待
は
起
こ
り
う
る
が
、
虐
待

に
よ
る
死
は
絶
対
に
な
く
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
今
後
、
虐
待
す
る
側
の
大
人
へ

の
ケ
ア
を
含
め
、
子
ど
も
・
子
育
て
家
庭

を
包
括
的
に
支
援
す
る
体
制
を
整
え
た
い
。

 

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
拡
充
は
、
ど

の
よ
う
な
観
点
か
ら
実
施
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
。

児
童
福
祉
法
で
定
め
る
十
八
歳
未
満

の
す
べ
て
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す

る
う
え
で
、
病
気
等
の
リ
ス
ク
の
負
担
を

経
済
的
に
軽
減
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

学
校
の
複
合
化
・
多
機
能
化
と
、
改

築
の
関
係
性
を
伺
う
。

個
別
の
改
築
に
関
し
て
は
、
地
域
の

事
情
や
学
校
の
物
理
的
な
状
況
、
児
童
生

徒
数
の
推
移
を
長
期
間
に
わ
た
り
見
極
め

る
必
要
が
あ
り
、
標
準
的
な
仕
様
を
基
に

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
も
含
め
て
考
え
た
い
。

 

地
域
子
ど
も
館
の
夏
季
休
業
期
間
中

の
高
学
年
用
開
放
教
室
の
確
保
を
検
討
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
な
背
景
は
。

学
童
ク
ラ
ブ
で
の
四
年
生
以
上
の
夏

休
み
の
利
用
希
望
が
あ
る
が
、
す
ぐ
に
対

応
す
る
の
が
困
難
な
た
め
、
地
域
子
ど
も

館
で
受
け
入
れ
が
可
能
か
検
討
し
た
い
。

 

地
域
資
源
が
限
ら
れ
る
中
、
子
ど
も

た
ち
を
は
じ
め
と
す
る
多
世
代
型
の
居
場

所
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
の
か
。

例
え
ば
テ
ン
ミ
リ
オ
ン
ハ
ウ
ス
で
も
、

高
齢
者
と
子
育
て
世
代
そ
れ
ぞ
れ
の
居
場

所
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
今
あ
る

資
源
を
工
夫
し
て
有
効
に
活
用
し
た
い
。

 

児
童
相
談
所
が
区
に
移
管
さ
れ
る
中

で
、
多
摩
地
域
の
児
童
相
談
所
の
体
制
強

化
は
重
要
な
施
策
だ
と
考
え
る
が
見
解
は
。

都
に
よ
る
児
童
相
談
所
の
管
轄
の
再

編
内
容
は
正
式
に
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

体
制
の
強
化
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
情
報
収

集
に
努
め
要
望
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

第
３　

平
和
・
文
化
・
市
民
生
活

コ
ン
テ
ン
ツ
の
産
業
振
興
を
進
め
る

と
と
も
に
、
業
界
を
支
え
る
ク
リ
エ
ー
タ

ー
に
も
目
を
向
け
て
ほ
し
い
が
、
見
解
は
。

コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
を
含
め
、
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
産
業
と
い
う
位
置
づ
け
を
初
め

て
行
っ
て
お
り
、
交
流
事
業
等
と
の
相
乗

効
果
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
の

平
和
に
関
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら

の
書
き
込
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

平
和
の
意
義
の
発
信
や
戦
争
体
験
の

記
憶
の
伝
承
と
合
わ
せ
、
国
際
交
流
等
を

通
じ
た
多
文
化
共
生
も
含
め
た
平
和
へ
の

意
識
の
向
上
を
図
る
事
業
を
検
討
し
た
い
。

 

今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
評
価
委
員
会
で
は
、

地
域
の
成
功
事
例
や
工
夫
例
を
共
有
す
る

こ
と
で
地
域
づ
く
り
に
還
元
で
き
る
と
の

議
論
が
あ
り
、
そ
の
中
で
行
政
と
し
て
行

う
べ
き
点
が
あ
れ
ば
対
応
し
た
い
。

 

自
主
防
災
組
織
の
活
動
支
援
や
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
組
合
等
で
の
設
立
の
働
き
か

け
な
ど
、
市
民
ど
う
し
が
協
力
し
合
う
体

制
整
備
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
伺
う
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
居
住
者
が
多
い
た
め
、

住
宅
対
策
課
と
協
働
し
つ
つ
、
マ
ン
シ
ョ

ン
で
の
自
主
防
災
組
織
設
立
を
進
め
た
い
。

 

多
様
な
性
へ
の
理
解
を
進
め
る
た
め

の
具
体
策
を
伺
う
。

十
月
に
市
職
員
を
対
象
に
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
や
多
様
性
理
解
の
た
め
の
研
修
を
実
施

し
た
う
え
で
、
「
性
の
多
様
性
を
理
解
し

尊
重
す
る
ま
ち
武
蔵
野
市
宣
言
（
レ
イ
ン

ボ
ー
宣
言
）
」
を
行
っ
て
い
る
。

 

自
治
体
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

を
設
け
る
と
同
性
婚
を
認
め
る
こ
と
に
な

り
、
日
本
国
憲
法
に
違
反
す
る
の
で
は
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
は
、
法
律

上
の
婚
姻
制
度
を
使
え
な
い
関
係
を
認
証

す
る
制
度
で
あ
り
、
婚
姻
で
は
な
い
た
め
、

何
ら
憲
法
に
反
し
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
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第
４　

緑
・
環
境

エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
の
基
本
方
針

を
ど
う
具
現
化
す
る
の
か
。

今
後
第
五
期
環
境
基
本
計
画
の
中
で

具
体
的
に
示
し
て
い
く
。
例
え
ば
電
気
自

動
車
の
活
用
や
、
面
的
な
ま
ち
づ
く
り
と

連
動
し
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

 
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方

式
は
今
後
長
期
間
に
わ
た
る
が
、
チ
ェ
ッ

ク
体
制
の
継
続
性
は
ど
う
担
保
す
る
の
か
。

民
間
事
業
者
に
委
託
し
て
い
る
が
、

事
業
の
責
任
は
市
に
あ
る
。
技
術
職
の
職

員
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
も
行
い
な
が
ら
、
今

後
も
安
全
で
安
定
的
に
稼
働
し
て
い
く
。

 

エ
コ
プ
ラ
ザ
を
中
心
と
し
た
環
境
啓

発
の
推
進
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成

へ
の
貢
献
を
政
策
目
標
と
し
て
い
く
の
か
。

啓
発
に
よ
っ
て
環
境
に
配
慮
し
た
行

動
へ
の
変
容
を
促
す
の
が
施
設
の
目
標
で
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
に
も
合
致
す
る
。
今
後

連
携
会
議
で
評
価
指
標
等
を
検
討
す
る
。

 

環
境
フ
ェ
ス
タ
で
実
施
さ
れ
た
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

食
品
ロ
ス
、
ご
み
削
減
の
観
点
か
ら

取
り
組
ん
だ
。
こ
の
活
動
は
、
草
の
根
的

に
広
が
る
の
が
望
ま
し
い
姿
と
考
え
て
お

り
、
他
団
体
等
に
も
取
り
組
み
を
呼
び
か

け
て
い
き
た
い
。

 

受
動
喫
煙
対
策
と
し
て
、
ど
の
よ
う

に
喫
煙
所
の
設
置
を
進
め
る
の
か
。

民
間
の
土
地
を
借
り
て
移
動
型
の
喫

煙
所
を
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

ず
は
三
鷹
駅
周
辺
へ
の
設
置
か
ら
進
め
、

吉
祥
寺
駅
お
よ
び
武
蔵
境
駅
へ
の
設
置
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 
愛
護
動
物
の
視
点
は
、
教
育
や
ま
ち

づ
く
り
に
も
関
わ
る
内
容
で
あ
り
、
生
活

関
連
公
害
と
同
じ
項
目
に
記
載
す
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

現
在
は
環
境
部
が
所
管
の
た
め
、
緑

・
環
境
分
野
に
記
載
し
た
が
、
今
後
広
く

取
り
上
げ
る
問
題
と
認
識
し
て
い
る
。

第
５　

都
市
基
盤

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
は
、
今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

来
年
度
ま
で
改
定
作
業
を
進
め
る
中

で
、
ま
ず
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
今

後
関
係
団
体
の
意
見
聴
取
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
重
点
整
備
地

区
と
そ
の
他
の
地
区
を
整
理
し
進
め
た
い
。

 
水
道
事
業
を
単
独
で
維
持
し
て
い
く

こ
と
は
困
難
と
の
こ
と
だ
が
理
由
を
伺
う
。

節
水
が
進
む
中
、
市
が
単
独
で
十
四

万
人
規
模
の
水
道
事
業
を
永
続
的
に
行
う

こ
と
は
、
収
支
の
面
か
ら
も
困
難
で
あ
る
。

単
独
事
業
の
継
続
に
は
、
市
民
に
さ
ら
な

る
負
担
を
お
願
い
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

駐
輪
場
に
お
け
る
既
存
施
設
の
利
用

形
態
の
見
直
し
に
つ
い
て
具
体
的
に
伺
う
。

定
期
利
用
と
一
時
利
用
の
バ
ラ
ン
ス

を
図
る
べ
く
、
実
態
調
査
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
、
定
期
と
一
時
の
混
在
形
式

や
一
時
の
時
間
体
系
、
定
期
の
料
金
体
系

等
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い
る
。

 

市
内
に
あ
る
公
園
は
市
民
に
と
っ
て

大
切
な
財
産
だ
と
考
え
る
が
、
今
後
公
園

を
ど
う
利
活
用
し
て
い
く
方
針
な
の
か
。

防
災
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
目
的
で
多
様
な
方
が
利
用
す
る
こ

と
で
そ
の
機
能
が
発
揮
で
き
る
と
考
え
、

地
域
と
連
携
し
柔
軟
に
利
活
用
し
て
い
く
。

 

今
後
改
定
す
る
下
水
道
総
合
計
画
で

は
、
浸
水
対
策
に
つ
い
て
現
行
で
の
計
画

時
期
よ
り
前
倒
し
し
て
実
施
で
き
な
い
か
。

雨
水
の
放
流
先
で
あ
る
河
川
の
整
備

等
が
進
ん
で
お
ら
ず
難
し
い
が
、
雨
水
放

流
幹
線
を
貯
留
機
能
と
位
置
づ
け
た
検
討

は
、
可
能
な
限
り
前
倒
し
で
進
め
た
い
。

 
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
公
会
堂
の

在
り
方
は
劇
的
に
転
換
す
べ
き
で
は
な
い

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯
は
踏
ま
え
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
土
地
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

生
か
し
切
れ
て
い
な
い
た
め
、
周
辺
の
動

き
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

 
吉
祥
寺
の
パ
ー
ク
エ
リ
ア
が
抱
え
る

地
域
課
題
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

パ
ー
ク
ロ
ー
ド
に
バ
ス
が
入
っ
て
く

る
と
い
う
交
通
課
題
や
、
井
の
頭
公
園
に

向
か
う
ア
ク
セ
ス
路
の
整
備
や
案
内
の
問

題
、
駅
前
の
老
朽
化
し
た
建
物
の
更
新
が

進
ん
で
い
な
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

 
吉
祥
寺
駅
南
口
の
整
備
に
つ
い
て
は

ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を

持
っ
て
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

平
成
十
二
年
に
都
市
計
画
決
定
し
て

い
る
こ
と
で
方
針
は
示
し
て
お
り
、
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
―
吉
祥
寺
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
土
台

づ
く
り
を
し
た
う
え
で
議
論
を
進
め
た
い
。

 

吉
祥
寺
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
や
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
―
吉
祥
寺
の
改
定
作
業
に
関
し
、
今

後
の
全
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

令
和
二
年
一
月
ま
で
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
経
て
、
三
月
中
に
は
改
定
版

を
公
表
す
る
。
令
和
二
年
度
か
ら
は
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
―
吉
祥
寺
の
改
定
作
業
に
着
手
す
る
。

 

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
―
吉
祥
寺
は
令
和
二
年
に

策
定
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
ま
で

の
間
ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
考
え
か
。

吉
祥
寺
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
踏
ま

え
て
策
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
令
和
二

年
は
改
定
年
で
あ
る
た
め
、
現
在
の
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
―
吉
祥
寺
に
基
づ
き
進
め
た
い
。

第
６　

行
財
政

市
民
意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
、
今
後

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用

し
な
が
ら
行
う
方
向
性
は
あ
る
の
か
。

現
在
全
戸
配
布
し
て
い
る
市
政
ア
ン

ケ
ー
ト
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
回
答
で

き
る
。
今
後
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
含
め
、
意
見
を
言

い
や
す
い
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。

 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
に
つ
い
て
、
広
報

広
聴
で
の
活
用
も
考
え
て
い
る
の
か
。

現
在
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
用
し
た
道
路
通

報
シ
ス
テ
ム
を
試
験
的
に
導
入
し
て
い
る

が
、
広
報
広
聴
の
課
題
に
お
け
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
の
活
用
に
つ
い
て
も
、
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

 
入
札
・
契
約
制
度
の
改
革
に
つ
い
て
、

公
益
通
報
等
の
過
去
の
経
験
を
生
か
し
透

明
性
、
公
平
性
に
留
意
し
取
り
組
む
の
か
。

研
修
で
の
意
識
啓
発
等
を
行
い
な
が

ら
、
今
後
は
、
庁
内
の
入
札
制
度
に
関
す

る
検
討
会
で
、
総
合
評
価
制
度
や
監
視
制

度
な
ど
の
議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 
国
民
健
康
保
険
財
政
健
全
化
計
画
で

は
子
育
て
世
帯
へ
の
負
担
軽
減
策
を
検
討

す
る
と
あ
る
が
、
長
期
計
画
で
は
「
多
子

世
帯
」
と
な
っ
て
い
る
。
対
象
を
限
定
す

べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

子
育
て
世
帯
へ
の
軽
減
策
の
一
例
で
、

多
子
世
帯
と
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
市
税
と
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
・

徴
収
体
制
を
統
合
し
て
の
窓
口
の
一
元
化

と
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
な
の
か
。

組
織
を
統
合
し
て
い
る
他
自
治
体
に

な
ら
い
徴
収
体
制
や
窓
口
を
一
元
化
し
、

市
民
へ
の
説
明
や
連
絡
を
一
本
化
す
る
こ

と
で
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
り
た
い
。

 

一
般
技
術
職
の
採
用
や
育
成
が
課
題

で
あ
る
中
、
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

国
内
外
の
自
治
体
や
民
間
企
業
等
へ

の
派
遣
、
専
門
的
な
研
修
の
受
講
、
計
画

策
定
等
に
お
け
る
有
識
者
の
知
見
を
参
考

に
す
る
こ
と
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
等
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

技
術
の
進
歩
が
速
く
市
職
員
の
育
成

が
間
に
合
わ
な
い
専
門
分
野
に
お
い
て
は
、

外
部
の
専
門
職
と
連
携
し
て
い
く
の
か
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
な
ど
日
進
月
歩
の
分
野

で
は
、
非
常
勤
職
員
制
度
を
活
用
し
、
民

間
企
業
な
ど
か
ら
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
こ
と
を
今
後
検
討
し
て
い
く
。

 

財
政
援
助
出
資
団
体
の
理
事
長
等
の

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
に
は
、
現
場
を
理
解
し

て
い
る
当
該
団
体
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
が
就

任
す
る
の
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
。

市
の
施
策
を
理
解
し
て
い
る
派
遣
職

員
と
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
ど
ち
ら
が
望
ま
し

い
か
は
、
今
後
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

締
め
く
く
り
総
括

不
幸
せ
を
取
り
除
く
の
が
行
政
の
役

割
と
の
答
弁
に
つ
い
て
、
趣
旨
を
伺
う
。

例
え
ば
、
弱
者
の
方
に
寄
り
添
っ
て

生
活
困
窮
等
を
取
り
除
く
こ
と
や
、
障
害

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
と
も
に
過
ご
す
意

味
で
、
ハ
ン
デ
ィ
の
部
分
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

取
り
除
く
こ
と
が
行
政
の
役
割
と
考
え
る
。

 
小
学
校
の
自
校
式
調
理
施
設
に
関
し
、

災
害
時
に
は
炊
き
出
し
に
活
用
す
る
の
か
。

避
難
所
と
し
て
、
学
校
で
炊
き
出
し

を
行
う
こ
と
に
は
な
る
が
、
各
校
の
条
件

が
異
な
り
、
体
制
も
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
状

況
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
学
校
施
設
整
備

基
本
方
針
の
中
で
確
定
し
た
い
。

 

具
体
的
に
施
策
を
実
行
す
る
に
あ
た

り
、
痛
み
を
感
じ
て
い
る
住
民
も
い
る
が
、

合
意
形
成
に
向
け
、
ど
の
よ
う
に
痛
み
に

寄
り
添
う
の
か
。

必
要
に
応
じ
て
対
価
を
支
払
い
つ
つ
、

ご
理
解
を
い
た
だ
く
努
力
を
続
け
、
公
共

の
利
益
に
資
す
る
よ
う
事
業
を
進
め
た
い
。

 

今
後
、
自
治
や
公
共
性
を
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

市
だ
け
で
な
く
、
市
民
や
議
員
の
意

見
も
含
め
、
自
治
の
力
が
試
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
を
維
持
し
な
が
ら
、
今
後
を
見
据
え
、

市
に
と
っ
て
必
要
だ
と
思
う
こ
と
は
、
自

治
の
力
で
実
現
し
て
い
き
た
い
。

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
、
積
極
的
に

挑
戦
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
見
解
は
。

技
術
革
新
の
進
歩
や
、
費
用
対
効
果

等
の
点
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
優
先
順
位
を
考
え
つ
つ
、
効
率
的

な
行
政
を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
も
の
は

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

不
登
校
の
児
童
生
徒
の
世
帯
に
対
し
、

義
務
教
育
段
階
の
格
差
是
正
に
向
け
経
済

的
支
援
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

教
育
機
会
確
保
法
の
施
行
か
ら
三
年

が
経
過
し
、
国
で
も
施
行
後
の
課
題
を
踏

ま
え
、
財
政
的
な
部
分
等
を
検
討
す
る
と

の
こ
と
で
あ
り
、
推
移
を
見
守
り
た
い
。

 

総
合
的
・
計
画
的
な
住
宅
施
策
の
推

進
に
関
し
、
「
市
民
」
と
い
う
言
葉
が
使

わ
れ
て
い
る
が
、
住
宅
施
策
で
あ
れ
ば

「
住
民
」
と
し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な

い
か
。住

ん
で
い
る
方
が
中
心
に
は
な
る
が
、

在
勤
・
在
学
の
方
が
何
か
し
ら
の
形
で
お

住
ま
い
に
な
る
こ
と
も
考
慮
し
て
い
る
。

施
策
の
大
綱

締
め
く
く
り
総
括

第
４　

緑
・
環
境

第
５　

都
市
基
盤

第
６　

行
財
政

第３日
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各会派等の討論

第六期長期計画に対する

市議会公明党

「未来に挑戦」する市長のリーダーシップの下

長期計画に示す施策の堅実な推進を

賛成

　市政の課題に対応していくためには、

まず職員の力量や資質を磨くことが求

められ、さらに市民力も活用していく

べきである。また、災害対策は、各分

野の念頭に置いた施策を進めることが

大切である。分野別では、健康・福祉

分野での、多様なニーズに対応した相

談支援体制の充実を要望する。子ども

・教育分野では、保育人材の確保と保

育の質の向上、児童虐待防止への丁寧

な対応を求める。緑・環境分野での食

品ロス・プラごみ問題への啓発、都市

基盤分野での交通環境整備と無電柱化

の迅速な推進にも期待したい。「未来

に挑戦」する市長のリーダーシップと

職員による市政運営に期待し賛成する。

浜田けい子　議員

ワクワクはたらく

多様な意見に耳を傾け、

「痛み」に寄り添った対応を

賛成

　ワクワクはたらくを代表し、本議案

に賛成する。「チャレンジ」とのキー

ワードからも、前に大きく進んでいく

計画と認識している。事業を行う中で

重要なのは対話であり、多様な意見に

耳を傾けることである。特に「痛み」

にきちんと寄り添い、相手の立場に立

った対応をお願いしたい。今回特に力

を入れた人材育成に関しても、相手を

おもんぱかる想像力や表現力の向上に

しっかりと取り組むよう求める。スピ

ード感を持って取り組む難しさはある

が、止まらずにスピードを出すために

も、多様なステークホルダーとのコミ

ュニケーションを大切にしていただく

よう要望する。

本多夏帆　議員

立憲民主ネット

新たな社会情勢の変化と課題に向き合い、

積極的に挑戦する計画に期待する

賛成

　目指すべき姿に「未来に挑戦」と記

載を加え、積極的な施策展開を進めよ

うとする姿勢を高く評価する。全体的

には、前長期計画への評価として充足

度や実現度の基準がないこと、計画行

政の整理の必要性等を課題として指摘

するが、中高生を含めた多様な市民参

加の機会を設け、ＳＤＧｓの指標を加

えたことを評価したい。各分野では児

童虐待の対応強化、子どもの医療費助

成拡充、小学校改築時の自校式給食調

理場の配置、クリエイティブ産業や愛

護動物の位置づけ等明記されたことを

評価する。地域福祉人材の確保、吉祥

寺南口交通広場の実現、専門職員の育

成等、新たな挑戦に期待し、賛成する。

蔵野恵美子　議員

改革武蔵野・都民ファースト

データ隠蔽・改ざんの牽強付会の市政を改め、

災害に強い都市再生への財政計画を明確にせよ

賛成

　人口推計における本市のデータは、

国や都のデータとかい離がある。また、

平成29年策定の「武蔵野市公共施設等

総合管理計画」の「類型別計画・個別

計画」策定の遅れにより、市内公共施

設全体の方向性、コミュニティの在り

方、改修・改築・再編・公民連携、駅

周辺における公共施設の利活用等をふ

かんする財政計画策定に至らなかった。

特に、学校改築においては延べ床面積

の上限が明確になっていないことから

東京都財務局単価での計算に至らず、

財政計画に反映できなかったことは猛

省を求めたい。ＩＣＴ活用については

長期的かつ広い視野での検討を要望す

る。

深田貴美子　議員

自由民主・市民クラブ

安心なまちづくりは評価、

市民への情報提供と行政の内部統制は特に課題解決を

賛成

　自由民主・市民クラブを代表し、本

議案に賛成する。安心して暮らし続け

られるまちにつなげるための居場所に

ついての検討や国際交流のさらなる深

化への展望、受動喫煙への具体的な対

策、三駅周辺のにぎわい創出の取り組

み等は評価する一方、18歳までの医療

費無料化やパートナーシップ制度、財

政シミュレーション、内部統制にはそ

れぞれ課題があると考える。計画案中

の「市民」と「住民」の使い分けは統

一感がなく、語句の使用にあたっては

しっかりと精査をしてほしい。また、

広報広聴については、情報・サービス

を必要としている市民に確実に届けら

れるような仕組みづくりを求める。

木﨑 剛 議員

自治と共生

お金に換えることのできない

持続可能な「公共の役割」の再構築を目指すべき

賛成

　「平和・文化・市民生活」と分野名

に平和を冠したことや、子どもが基本

的人権を持つ存在、権利の主体である

と明記した点を評価する。少子高齢社

会への挑戦に際しては、ソーシャル・

インクルージョンの視点を貫くべきで

ある。地球温暖化防止に向けて、ＣＯ₂

の削減や脱プラスチックの方針を掲げ、

政策誘導を図られたい。また、市民自

治の大前提である情報共有を掲げた計

画として、公文書管理条例の制定など

公文書に関する取り組みが一層求めら

れる。施策の遂行にあたっては、人間

の心が動くことを大切にし、現場で市

民と向き合う職員が楽しく仕事ができ

るよう期待して賛成する。

内山さとこ　議員

会派に属さない議員

多様性を認め合い支え合う社会を目指して、

健全財政を市民のために生かす市政を

賛成

　長期計画の中では財政見通しが最重

要であり、今後も健全財政を市民のた

めに生かすことを重視した施策に取り

組んでほしい。市の目指すべき姿と基

本目標に、「多様性を認め合う」社会

と記載したことは大変評価する。個別

施策では、18歳までの子どもの医療費

無償化やパートナーシップ制度の導入、

多子世帯への国民健康保険税の負担軽

減策の検討などを評価する。一方、不

登校の児童生徒のいる世帯への経済的

支援、ヘイト行為予防を市民の中で考

える等の課題がある。また水道事業は、

都との一元化後都が民営化しないとは

断定できず、安易に進めてはならない。

旧赤星邸の関係者や市との対話を望む。

山本ひとみ　議員

日本共産党武蔵野市議団

住みたいまちから住んでよかったと思えるまち、

さらには住み続けられるまちづくりへ

賛成

　地方自治体は住民福祉を増進する役

割を担い、住民の生活向上のために住

民とともに歩む構えが必要だと考える。

長期計画案において、18歳までの子ど

もの医療費無償化、学童クラブの4年

生以上の受け入れ、国民健康保険税の

子育て世帯の負担軽減等市民の要望が

盛り込まれていること、分野を「文化

・市民生活」から「平和・文化・市民

生活」に改め、「平和」を大きく位置

づけたことも評価したい。しかし、市

民負担増や民間委託等の拡大を示唆す

る記述が含まれ、心配な点がある。武

蔵野市の財政力を適切に生かし、市民

生活を支える施策をさらに進めていく

ことを求め、賛成する。

橋本しげき　議員

　12月３日の本会議で、８人の議員により「武蔵野市第六期長期計画

のうち市政運営の基本理念及び施策の大綱について」の議案に対する

討論が行われました。以下はその要旨です。

　第六期長期計画審査特別委員会の詳しい内容は、インターネット議

会中継または会議録でご覧いただけます。会議録は各市立図書館、各

コミュニティセンター、市役所７階市政資料コーナー、または市議会

ホームページにおいて閲覧することができます。
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脱
炭
素
社
会
を
目
指
す
対
策
の
強
化

を
求
め
る
意
見
書

　

近
年
「
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
」
規
模

の
自
然
災
害
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生

し
、
気
候
変
動
、
異
常
気
象
は
現
実
の
も

の
と
し
て
多
く
の
国
民
に
実
感
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
気
候
変
動
の
原
因
は
、
Ⅰ
Ｐ

Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
）
に
お
い
て
一
九
八
八
年
か
ら
研

究
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
第
五
次
評

価
報
告
書
の
中
に
、「
今
世
紀
末
の
世
界

平
均
気
温
変
化
は
Ｒ
Ｃ
Ｐ
シ
ナ
リ
オ
に

よ
れ
ば
〇
・
三
～
四
・
八
度
の
範
囲
、
平

均
海
面
水
位
の
上
昇
は
〇
・
二
六
～
〇

・
八
二
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
と
な
る
可
能

性
が
高
い
」
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
二
十

世
紀
後
半
以
降
の
便
利
な
生
活
を
享
受

し
て
き
た
私
た
ち
に
、
子
孫
の
世
代
に

対
し
て
負
う
べ
き
大
き
な
責
任
が
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
な
「
脱
炭
素
化
」
の
動
き
を
受

け
、
将
来
負
の
遺
産
と
な
り
得
る
石
炭

火
力
発
電
所
へ
の
投
資
を
控
え
る
動
き

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
既
に
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
で
は
、「
国

と
地
方
公
共
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
果
た
し
つ
つ
連
携
し
て
、
温
暖
化
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
」
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
武
蔵
野
市
も
市
民
と
と

も
に
目
標
達
成
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

広
域
的
な
電
力
由
来
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
係

数
が
大
き
け
れ
ば
、
排
出
量
削
減
目
標

マ
イ
ナ
ス
二
十
六
％
を
達
成
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
持
続
可
能
な
環
境
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
脱
炭
素
対

策
強
化
は
不
可
欠
で
す
。

　

よ
っ
て
、
武
蔵
野
市
議
会
は
、
貴
職
に

対
し
、
深
刻
化
す
る
気
候
変
動
に
対
す

る
責
任
あ
る
行
動
の
一
環
と
し
て
、
下

記
事
項
の
実
現
を
求
め
ま
す
。

一　

温
暖
化
対
策
に
意
欲
的
に
取
り
組

む
諸
国
に
倣
い
、
二
酸
化
炭
素
排
出
係

数
が
最
も
大
き
い
石
炭
火
力
発
電
所

を
、
段
階
的
に
減
ら
す
こ
と
。

二　

脱
炭
素
社
会
を
目
指
す
国
際
諸
機

関
へ
の
協
力
、
加
盟
な
ど
に
尽
力
す
る

こ
と
。

三　

石
炭
火
力
発
電
に
か
か
わ
る
事
業

者
や
労
働
者
が
、
急
激
な
事
業
停
止
や

解
雇
に
陥
ら
な
い
よ
う
、
円
滑
で
段
階

的
な
事
業
転
換
を
促
す
た
め
の
「
公
正

な
移
行
」
措
置
を
議
論
し
、
国
民
負
担
に

配
慮
し
た
検
討
を
行
う
こ
と
。

（
内
閣
総
理
・
経
済
産
業
・
環
境
大
臣
あ

て
）

■
採
択

・
第
六
期
長
期
計
画
に
吉
祥
寺
パ
ー

ク
エ
リ
ア
の
課
題
解
決
に
向
け
て

面
的
な
ま
ち
づ
く
り
将
来
構
想
を

検
討
す
る
旨
を
盛
り
込
む
こ
と
に

関
す
る
陳
情
（
※
）

■
意
見
付
き
採
択

・
保
育
園
入
園
要
綱
の
障
害
児
の
扱

い
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

　
（
意
見
）
今
後
十
分
に
調
査
し
、
趣

旨
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

■
不
採
択

・
武
蔵
野
市
第
六
期
長
期
計
画
都
市

整
備
に
お
け
る
吉
祥
寺
駅
周
辺
再

整
備
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

■
継
続

・
女
子
大
通
り
拡
幅
計
画
に
関
す
る

陳
情

（
※
）
は
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
も

の
で
す
。

陳
情 

審
議
結
果

市議会だよりへのご意見、ご要望をお聞かせください。

議　会
事務局

ＴＥＬ ０４２２－６０－１８８３　ＦＡＸ ０４２２－５５－７５５５

メールアドレス　ofc-gikai@city.musashino.lg.jp

市議会ホームページ　http://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/

第４回定例会

【市長提出議案（42件）】

●武蔵野市第六期長期計画のうち市政運営の基本理念及び施策の大綱について 
　   可決（全会一致）

※第３回定例会で継続審査となっていましたが、今定例会で可決されました。

●武蔵野市自治基本条例   継続

●武蔵野市ふるさと応援基金条例   可決（全会一致）
※ふるさと応援寄附による寄附金を積み立てるための基金を設置するもの。

●武蔵野市立老人デイサービスセンター条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）
※桜堤ケアハウスデイサービスセンターを廃止するため、項の削除をするもの。

●武蔵野市放課後等デイサービス施設条例   可決（全会一致）
※ 桜堤ケアハウスデイサービスセンター廃止後に放課後等デイサービス、ハビットサテライトオ

フィスの設置をするため、制定するもの。

●武蔵野市国民健康保険条例の一部を改正する条例   可決（賛成多数）
※ 国民健康保険税の医療分、後期高齢者支援金分および介護納付金における均等割、所得割の改

正、法定限度額の改正、および18歳未満である被保険者が２人以上いる世帯における子どもに
係る均等割額の減免制度の創設をするため改正するもの。

● 武蔵野市廃棄物の抑制・再利用と適正処理及びまちの美化に関する条例の一部を改正す
る条例   可決（全会一致）
※ 一般廃棄物処理業者の許可の取り消しの要件から、成年被後見人または被保佐人となったこと

を除くため、字句の改正をするもの。

●武蔵野市下水道条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）
※ 下水道事業の指定工事業者の指定および責任技術者の登録の除外要件から、成年被後見人また

は被保佐人となったことを除くため、字句の追加等所要の改正をするもの。

●武蔵野市立農業ふれあい公園の管理に関する条例の一部を改正する条例  
　   可決（全会一致）

※ 令和２年４月に吉祥寺東町農業公園を開設することに伴い、字句の追加等所要の改正をするもの。

●武蔵野市立武蔵野商工会館市民会議室の指定管理者の指定について   可決（全会一致）

●武蔵野市立武蔵野公会堂の指定管理者の指定について   可決（全会一致）

●武蔵野市立武蔵野市民文化会館の指定管理者の指定について   可決（全会一致）

●武蔵野市立武蔵野芸能劇場の指定管理者の指定について   可決（全会一致）

●武蔵野市立武蔵野スイングホールの指定管理者の指定について   可決（全会一致）

●武蔵野市立吉祥寺美術館の指定管理者の指定について   可決（全会一致）

●武蔵野市立松露庵の指定管理者の指定について   可決（全会一致）

●武蔵野市立吉祥寺シアターの指定管理者の指定について   可決（全会一致）

●武蔵野市立かたらいの道市民スペースの指定管理者の指定について   可決（全会一致）

●コミュニティセンターの指定管理者の指定について   可決（全会一致）

●武蔵野市軽費老人ホームの指定管理者の指定について   可決（全会一致）

●武蔵野市立老人デイサービスセンターの指定管理者の指定について   可決（全会一致）

●武蔵野市立高齢者総合センターの指定管理者の指定について   可決（全会一致）

●武蔵野市立北町高齢者センターの指定管理者の指定について   可決（全会一致）

●武蔵野市立みどりのこども館の指定管理者の指定について   可決（全会一致）

●武蔵野市障害者福祉センターの指定管理者の指定について   可決（全会一致）

● 武蔵野市立０1２３吉祥寺及び武蔵野市立０1２３はらっぱの指定管理者の指定について  
   可決（全会一致）

●武蔵野市立自然の村の指定管理者の指定について   可決（全会一致）

●武蔵野市立ひと・まち・情報創造館武蔵野プレイスの指定管理者の指定について  
　   可決（全会一致）

●武蔵野市立体育施設の指定管理者の指定について   可決（全会一致）

●武蔵野市立吉祥寺図書館の指定管理者の指定について   可決（全会一致）

●令和元年度武蔵野市一般会計補正予算（第３回）   可決（全会一致）

●令和元年度武蔵野市国民健康保険事業会計補正予算（第1回）   可決（全会一致）

●武蔵野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例   可決（賛成多数）

●令和元年1２月における武蔵野市議会議員の期末手当に関する条例   可決（賛成多数）

●令和元年1２月における武蔵野市特別職の職員の期末手当に関する条例   可決（賛成多数）

●令和元年1２月における武蔵野市一般職の職員の期末手当に関する条例   可決（賛成多数）

●新学校給食桜堤調理場（仮称）新築工事請負契約   可決（全会一致）
※ 施設の高経年化および児童生徒数の増加に対応し、市立小中学校に給食を安定的に供給するた

め、新学校給食桜堤調理場（仮称）を隣地に新築するもの。契約金額は1２億9,8００万円。

●新学校給食桜堤調理場（仮称）新築に伴う電気設備工事請負契約   可決（全会一致）
※契約金額は３億４,1００万円。

●新学校給食桜堤調理場（仮称）新築に伴う機械設備工事請負契約   可決（全会一致）
※契約金額は５億8,96０万円。

●新学校給食桜堤調理場（仮称）新築に伴う厨房設備工事請負契約   可決（全会一致）
※契約金額は３億４,6５０万円。

●令和元年度武蔵野市下水道事業会計補正予算（第1回）   可決（全会一致）

●令和元年度武蔵野市一般会計補正予算（第４回）   可決（全会一致）

【議員提出議案（１件）】

●脱炭素社会を目指す対策の強化を求める意見書   可決（全会一致）

各議員の議案等に対する賛否結果については、市議会ホームページに掲載しています。

議案審議結果（議決）一覧　令和元年12月６日の本会議で、議案第73号　武蔵野市自治基本

条例が上程されました。その後、８名の委員で構成される自治基本

条例審査特別委員会が設置され、本議案が付託され、令和2年1月

29日の同委員会で審査されました。

自治基本条例審査特別委員会が開催されました

　議会基本条例制定にあたり、令和元年11月23日に議会基本条例

制定に関する市民意見交換会を開催しました。また、議会基本条例

素案について、同月15日から29日までの期間で市民の皆様からご

意見を募集しました。

　市民意見交換会の報告書および条例素案に対するご意見への回答

は、市議会ホームページに掲載しましたので、ご覧ください。

議会基本条例制定に関する市民意見交換会を実施

　会派とは、市政について、同じような考えや意見を持っている議員のグルー

プで、議会活動の一つの基盤となります。

※氏名は議席番号順、電話番号は会派控室（市役所７階）の直通電話番号です。

議員の連絡先は、わたしの便利帳や市議会ホームページでご確認いただくか、

議会事務局にお問い合わせください。

会派名簿

自由民主・市民クラブ ☎６０－１８８４

道場　ひでのり　　堀　内　まさし

ひがし　まり子　　木　﨑　　　剛

きくち　太　郎　　土　屋　美恵子

与　座　　　武　　小美濃　安　弘

立憲民主ネット ☎６０－１８８９

藪　原　太　郎　　蔵　野　恵美子

西園寺　みきこ　　川　名　ゆうじ

深　沢　達　也　　　　　　　　　

市議会公明党 ☎６０－１８８７

大　野　あつ子　　浜　田　けい子

落　合　勝　利　　　　　　　　　

自治と共生 ☎６０－１８９０

内　山　さとこ　　山　本　あつし

ワクワクはたらく ☎６０－１８８５

宮　代　一　利　　本　多　夏　帆

改革武蔵野・都民ファースト ☎６０－１９４４

深　田　貴美子　　品　川　春　美

日本共産党武蔵野市議団 ☎６０－１８８８

橋　本　しげき　　本　間　まさよ

会派に属さない議員 ☎６０－１９０９

山　本　ひとみ　　下　田　ひろき


